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日
本
教
師
会
役
員
会
報
告

会

長

　

佐

　

藤

　

健

　

二

令
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
　
（
日
）
午
前
九
時
半

か
ら
、
昼
食
休
憩
一
時
間
を
挟
ん
で
、
午
後
四
時
こ

ろ
ま
で
、
岐
阜
駅
に
つ
な
が
る
岐
阜
市
ハ
ー
ト
フ
ル

ス
ク
エ
ア
で
、
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
東
京
三
名
　
（
佐
々
木
副
会
長
・
藤
井
理
事
・
佐
藤
事

務
局
次
長
）
、
岐
阜
四
名
、
大
阪
一
名
、
兵
庫
二
名

の
十
名
に
、
京
都
か
ら
若
井
勲
夫
会
長
、
三
重
か
ら

渡
邁
毅
副
会
長
が
参
加
、
合
計
十
二
名
に
よ
り
教
師

会
の
現
状
、
来
年
度
の
人
事
及
び
今
後
の
本
会
の
在

り
方
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

冒
頭
に
若
井
会
長
か
ら
、
本
会
が
高
齢
化
ま
た
若

手
会
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
各
支
部
共
に
活
動
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
い
か
に

し
て
こ
の
情
況
を
改
善
し
、
伝
統
あ
る
本
会
を
継
続

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
役
員
人
事
や

来
年
度
の
大
会
の
件
も
含
め
て
話
し
合
っ
て
貰
い
た

い
と
い
う
趣
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
各
支
部
（
東
京
・
大
阪
・
兵
庫
・
岐
阜
）
　
か
ら

現
状
報
告
が
あ
り
、
毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る

の
は
、
大
阪
・
兵
庫
・
岐
阜
の
各
支
部
、
東
京
は
機

関
紙
「
東
京
の
教
育
」
　
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
辛
う

じ
て
会
員
の
繋
が
り
を
維
持
し
て
い
る
と
報
告
。

役
員
人
事
で
は
、
来
年
の
総
会
案
件
に
な
り
ま
す

復
刊
第
二
十
三
号
　
　
東
京
都
教
師
会
発
行

（
事
務
局
）
　
横
浜
市
都
筑
区
茅
ヶ
崎
南
四
ノ
十
四
ノ
一
ノ
三
一
〇

が
、
以
前
か
ら
申
し
出
の
あ
っ
た
若
井
会
長
の
来
年

総
会
で
の
退
任
希
望
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
、
後
任

人
事
と
し
て
三
重
の
皇
軍
館
大
学
教
授
渡
遽
毅
氏
現

副
会
長
を
会
長
候
補
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
副
会
長
、
事
務
局
人
事
に
も
若
干
の
変

更
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
第
六
十
回
教
育
研
究
大
会
は
　
「
教
育
研

究
会
」
　
と
し
て
兵
庫
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
。
期

日
は
令
和
四
年
八
月
六
日
　
（
土
）
　
七
日
　
（
日
）
　
の
二

日
、
会
場
は
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘
、
主
管
は

兵
庫
県
教
師
会
で
行
な
う
予
定
で
す
。

今
後
の
　
「
研
究
会
」
　
（
大
会
と
い
う
名
称
を
外
そ
う

と
い
う
提
案
あ
り
、
承
認
）
　
の
開
催
は
、
各
支
部
と
も

に
積
極
的
に
主
管
を
引
き
受
け
ら
れ
る
情
況
に
な
い

と
い
う
こ
と
、
京
都
が
京
都
教
師
会
と
し
て
再
び
支

部
が
結
成
さ
れ
る
運
び
な
の
で
、
そ
の
活
力
に
期
待

し
た
い
と
い
う
こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
本
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
会
は
他
の
教

員
研
究
団
体
に
は
な
い
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
と
い

う
学
校
種
を
越
え
た
活
動
に
特
色
が
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
国
民
教
育
（
歴
史

・
国
語
・
道
徳
）
　
は
堅
持
し
っ
つ
、
時
代
に
即
応
し

た
新
し
い
教
育
課
題
、
例
え
ば
学
習
指
導
要
領
、
教

科
書
検
定
問
題
、
教
科
書
採
択
問
題
等
に
つ
い
て
も

随
時
取
り
上
げ
、
ま
た
他
の
教
育
団
体
と
の
交
流
な

ど
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
で
報
告
は
終
り
ま
す
が
、
東
京
都
教
師
会
と

し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
教
師
会
の
一
支
部

と
し
て
、
そ
の
存
在
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
か
、
「
東

京
の
教
育
」
　
へ
の
寄
稿
は
も
と
よ
り
、
大
会
の
主
管

と
な
っ
た
と
き
に
は
、
会
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

伝
統
あ
る
日
本
教
師
会
の
灯
を
消
す
こ
と
な
く
、
全

国
の
会
員
諸
氏
と
の
結
び
つ
き
を
図
り
な
が
ら
、
何

と
か
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
の
御
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

あ
る
学
生
の
課
題
レ
ポ
ー
ト
か
ら
　
（
2
）

黒

　

羽

　

秀

　

夫

「
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
判
定
を
先
生
に
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
　
と
K
先
生
よ
り
た
の
ま
れ
た
。
レ
ポ
ー
ト

の
タ
イ
ト
ル
　
「
日
本
の
領
海
の
真
相
」
　
と
い
う
タ
イ

ト
ル
を
み
て
、
こ
れ
は
私
が
判
定
す
る
も
の
だ
と
実

感
し
た
。
担
任
の
K
先
生
よ
り
、
コ
ロ
ナ
、
東
京
五

輪
そ
し
て
天
変
地
異
を
除
き
最
近
の
関
心
の
あ
る
出

来
事
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
せ
よ
と
の
指
示
に
て
、
提

出
さ
れ
た
も
の
の
中
の
ひ
と
つ
で
、
担
任
は
そ
れ
を

一
読
し
即
、
私
に
パ
ス
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
私
は

そ
の
学
生
　
（
A
君
）
　
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
担
任
の

了
解
を
得
て
面
談
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
A
君
が
言

う
に
は
、
遊
び
に
行
っ
た
友
人
の
家
の
祖
父
の
方
と

話
が
合
い
、
帰
り
ぎ
わ
に
祖
父
の
方
か
ら
こ
の
本

を
買
方
に
、
と
い
う
こ
と
で
い
た
だ
い
た
そ
う
で
あ

る
。
そ
こ
で
レ
ポ
ー
ト
の
件
も
あ
る
の
で
早
速
読
了

し
－
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
っ
た
か
ら
1
こ
れ
を
レ
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ポ
ー
ト
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ど
の
あ
た
り
が
勉
強
に
な
っ
た
の
か
と
問

う
と
、
実
は
私
は
こ
の
本
を
愛
読
し
て
い
た
の
で
、

A
君
の
返
答
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

や
は
り
尖
閣
諸
島
に
関
連
す
る
東
シ
ナ
海
の
問
題

に
関
心
が
あ
り
　
「
日
韓
の
領
有
権
争
い
を
解
決
に
導

く
肥
前
鳥
島
」
　
竹
島
紛
争
に
決
着
を
付
け
る
切
り
札

の
章
は
、
全
く
こ
の
よ
う
な
島
が
あ
る
こ
と
さ
え
知

ら
な
か
っ
た
の
で
興
味
深
く
そ
こ
を
読
ん
だ
と
の
こ

と。

長
崎
県
五
島
列
島
の
南
西
の
東
シ
ナ
海
に
あ
る

島
（
無
人
島
）
　
で
周
囲
5
0
メ
ー
ト
ル
、
最
大
標
高

1
6
メ
ー
ト
ル
の
知
る
人
ぞ
知
る
釣
り
の
メ
ッ
カ
で

あ
る
。
も
し
日
本
が
、
こ
の
島
を
基
点
と
し
て
E
E

Z
＝
排
他
的
経
済
水
域
の
管
理
を
始
め
る
と
、
こ
の

海
域
は
日
本
の
独
占
と
な
り
韓
国
の
漁
民
は
漁
場
を

失
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

A
君
は
高
校
の
と
き
地
理
が
得
意
科
目
だ
っ
た
の

で
、
受
験
の
地
理
で
は
こ
の
よ
う
な
島
の
こ
と
は
、

全
く
出
題
さ
れ
て
な
い
と
思
い
ま
す
と
、
実
感
の
こ

も
っ
た
そ
の
返
答
が
印
象
深
か
っ
た
。

続
け
て
尖
閥
の
問
題
は
如
何
と
話
題
を
振
っ
た
と

こ
ろ
、
彼
は
ま
ず
古
賀
辰
四
郎
と
い
う
方
が
本
格
的

な
尖
閣
諸
島
の
開
拓
者
だ
と
い
う
史
実
、
そ
し
て
一

九
六
九
年
に
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（
E
C

A
F
E
）
　
が
、
こ
の
諸
島
近
海
の
海
底
に
油
田
が
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
発
表
し
た
ら
、
一
九
七
一
年
に

中
・
台
両
国
が
相
次
い
で
こ
の
諸
島
の
領
有
権
を
主

張
し
始
め
た
と
い
う
事
実
。
こ
う
し
た
基
本
的
な
知

識
さ
え
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
と
返
答
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
で
富
山
県
（
富
山
県
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
）
が
発

行
し
た
逆
さ
地
図
の
章
に
関
し
て
は
、
と
尋
ね
る

と
、
「
逆
さ
地
図
で
見
れ
ば
、
富
山
県
が
日
本
の
中

心
」
　
と
言
う
地
図
で
、
正
式
名
は
　
「
環
日
本
海
諸
国

図
」
。
こ
れ
は
下
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
、
上
に
太
平

洋
が
描
い
て
あ
り
、
大
陸
と
太
平
洋
を
分
断
す
る
よ

う
に
中
央
に
日
本
列
島
が
横
に
伸
び
て
い
る
地
図
で

す
。
又
こ
れ
は
先
生
　
（
黒
羽
）
が
授
業
で
既
に
解
説

し
て
く
れ
て
い
た
の
で
復
習
の
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。
尚
先
生
の
方
は
、
「
東
ア
ジ
ア
地
勢
図
」
　
（
日
本

戦
略
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
行
）
　
で
南
シ
ナ
海
全
域
ま
で

カ
バ
ー
し
て
お
り
、
富
山
版
よ
り
も
さ
ら
に
広
域
が

見
ら
れ
る
逆
さ
地
図
で
し
た
と
即
答
。

こ
の
よ
う
な
面
談
を
し
て
、
担
任
に
は
A
君
は
合

格
で
す
と
確
信
を
も
っ
て
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。

因
み
に
A
君
が
活
用
し
た
文
献
は
『
国
境
の
島
を
行

く
　
日
本
の
領
海
が
わ
か
る
本
』
（
山
田
吉
彦
著
　
実

業
之
日
本
社
・
定
価
税
込
七
四
八
円
　
コ
ン
パ
ク
ト
文

庫
　
二
〇
一
六
年
刊
）
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
（
会
員
）

「
老
人
　
の
家
」

藤

　

井

　

雅

　

和

棄
老
は
、
歴
史
学
の
一
説
に
よ
る
と
狩
猟
生
活
の

中
か
ら
発
生
す
る
と
言
ふ
。
長
距
離
の
移
動
に
耐
へ

ら
れ
な
い
者
を
置
い
て
ゆ
く
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
さ
う
だ
。
農
耕
生
活
の
社
会
に
な
る
と
、
定
住

す
る
こ
と
で
置
い
て
ゆ
か
れ
る
者
も
な
く
な
り
、
若

者
は
働
き
、
老
人
は
孫
の
面
倒
を
見
る
と
い
ふ
や
う

な
役
割
が
発
生
す
る
。
年
寄
り
と
若
者
と
子
供
が
一

所
に
暮
ら
す
や
う
に
な
り
、
家
が
成
立
す
る
。
天
変

地
異
や
疫
病
な
ど
で
一
家
が
崩
れ
る
や
う
な
こ
と
が

な
い
限
り
、
こ
の
関
係
は
続
い
て
ゆ
く
。

お
そ
ら
く
古
代
か
ら
明
治
期
に
至
る
ま
で
家
制
度

は
連
綿
と
続
い
て
来
た
で
あ
ら
う
。
時
代
に
よ
っ

て
、
貴
族
社
会
や
武
家
社
会
、
町
民
、
農
民
社
会
な

ど
で
そ
れ
ぞ
れ
に
多
様
な
形
態
に
よ
る
家
制
度
が
見

ら
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
基
本
的
な
家
の
あ
り
方
は
一

千
年
二
千
年
の
単
位
で
こ
の
国
で
は
続
い
て
ゐ
た
と

思
は
れ
る
。

家
制
度
は
、
家
と
家
族
を
中
心
と
し
て
共
同
生
活

を
営
む
た
め
の
集
団
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
そ

れ
が
属
す
る
村
社
会
の
基
本
的
な
構
成
単
位
と
な

る
。
そ
の
家
は
世
代
を
超
え
て
存
続
す
る
。
一
子
相

続
が
、
長
子
相
続
や
末
子
相
続
、
娘
婿
相
続
、
夫
婦

養
子
縁
組
な
ど
の
形
で
行
は
れ
る
。
家
の
役
割
と

し
て
は
、
家
産
の
所
有
、
管
理
維
持
運
営
や
家
業
経

営
、
家
事
家
政
運
営
で
あ
る
。
更
に
重
要
な
仕
事
と

し
て
、
先
祖
祭
祀
が
あ
る
。
家
の
伝
統
は
、
氏
、
家

姓
、
家
紋
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、
先
祖
祭
耐
及
び
氏

神
、
同
族
神
祭
祀
を
行
ひ
、
ま
た
墓
地
や
位
牌
の
管

理
を
す
る
こ
と
で
永
続
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
。

家
の
構
成
員
は
、
家
長
、
家
長
妻
子
、
直
系
卑
属
、

親
族
で
あ
る
。
ま
た
使
用
人
や
住
込
み
奉
公
人
な
ど

家
業
経
営
に
必
要
な
者
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
家
長

の
直
系
尊
属
は
、
家
長
に
家
を
譲
っ
た
あ
と
隠
居
と

な
る
が
、
原
則
と
し
て
家
長
に
扶
養
義
務
が
あ
る
。

家
長
の
役
割
は
、
家
の
統
率
責
任
者
で
あ
り
、
構
成

員
の
生
活
保
障
を
行
ふ
。
ま
た
跡
取
り
の
決
定
も
行
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ふ
。
家
長
の
妻
は
主
婦
の
立
場
と
し
て
、
家
事
家
政

の
担
当
責
任
者
と
な
る
。
ま
た
、
嫁
や
婿
と
し
て
出

た
者
、
養
子
や
分
家
し
た
者
は
家
か
ら
離
れ
る
こ
と

に
な
る
。
家
の
連
合
は
、
同
族
的
家
連
合
、
地
縁
的
家
連

合
、
相
互
扶
助
組
織
が
考
へ
ら
れ
、
多
く
の
場
合
村

を
構
成
す
る
。

概
ね
以
上
の
や
う
な
特
色
を
持
っ
て
ゐ
よ
う
。

明
治
三
十
一
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た
民
法
で
は
基

本
的
に
こ
れ
ま
で
の
家
制
度
を
踏
襲
し
、
戸
主
制
度

の
確
立
、
戸
主
の
権
利
義
務
、
家
族
の
扶
養
義
務
、

家
族
の
居
所
指
定
権
、
家
族
の
婚
姻
同
意
権
、
家
廃

絶
の
禁
止
や
戸
主
権
、
家
督
の
長
男
相
続
な
ど
を
定

め
て
ゐ
る
。
戸
主
と
家
長
は
同
じ
も
の
で
あ
ら
う
。

し
か
る
に
、
敗
戦
後
民
法
は
改
変
さ
れ
て
し
ま

ふ
。
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
家
制
度
に
関
し
て
は
全

面
的
に
書
き
換
へ
ら
れ
た
も
の
が
公
布
さ
れ
た
。
戸

主
制
度
の
廃
止
、
家
督
相
続
制
度
の
廃
止
な
ど
が
出

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
民
法
は
家
制
度
を
崩
壊
さ

せ
た
。
こ
こ
に
、
千
古
続
い
て
き
た
日
本
社
会
が
否

定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
時
期
か
ら
見
て
、

憲
法
と
同
じ
く
、
連
合
国
軍
総
司
令
部
の
日
本
民
族

潰
し
の
意
図
が
明
白
に
現
れ
て
ゐ
る
。

こ
の
結
果
、
家
庭
内
に
お
け
る
老
人
の
居
場
所
が

な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
　
「
老
人
ホ
ー
ム
」
　
と
呼
ば
れ

る
養
老
施
設
が
広
ま
る
こ
と
に
な
る
。
養
老
施
設
は

明
治
前
期
か
ら
「
養
老
院
」
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
こ
れ
は
完
全
な
る
独
身
老
人
を
対
象
と

し
た
も
の
で
、
救
貧
対
策
と
し
て
極
め
て
特
異
な
も

の
で
あ
っ
た
。
大
方
は
身
よ
り
の
者
に
よ
っ
て
扶
養

さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
制
度
の
利
点
で

あ
る
。転
機
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
で
被
災
老
人

が
大
量
に
出
て
、
救
護
法
な
ど
に
よ
り
高
齢
者
施
設

が
拡
張
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
輪
を
か

け
た
の
が
、
先
の
民
法
改
変
に
よ
る
家
制
度
の
崩
壊

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
家
が
担
っ
て
ゐ
た
養
老
制
度

が
一
気
に
社
会
や
行
政
に
う
つ
つ
て
い
つ
た
の
で
あ

る
。
「
老
人
ホ
ー
ム
」
な
ど
と
い
ふ
名
称
は
皮
肉
で

あ
る
、
と
い
ふ
よ
り
も
ま
や
か
し
で
あ
る
。

昨
令
和
三
年
十
月
刊
の
日
本
教
師
会
紀
要
「
日
本

の
教
育
」
　
に
　
「
『
報
道
弱
者
』
　
の
悩
み
」
　
と
し
て
書

か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
拙
稿
中
に
、
報
道
機

関
乃
至
は
社
会
全
体
の
高
齢
者
排
除
の
傾
向
を
自
動

車
運
転
の
場
面
か
ら
述
べ
た
部
分
が
あ
る
。
交
通
事

故
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
高
齢
者
の
事
故

が
多
い
よ
う
な
印
象
を
も
た
ら
す
見
出
し
の
記
事
を

多
々
見
か
け
る
。
「
ま
た
高
齢
者
の
事
故
」
　
と
い
ふ

類
ひ
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
年
代
の
事
故
の
方
が
圧

倒
的
に
多
い
は
ず
だ
が
、
年
齢
を
強
調
し
な
い
か
、

報
道
し
な
い
か
、
印
象
操
作
を
感
じ
る
や
う
な
報
道

記
事
や
番
組
の
作
り
方
を
し
て
ゐ
る
。
高
齢
者
の
免

許
返
納
ば
か
り
声
高
に
言
ひ
立
て
る
が
、
他
の
年
代

の
、
特
に
若
年
者
の
運
転
免
許
不
適
格
者
に
つ
い
て

は
言
及
が
少
な
い
。
高
齢
者
を
社
会
の
枠
組
み
か
ら

排
除
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

現
代
の
嬢
捨
山
は
道
徳
教
育
の
衰
頚
に
依
る
と
さ

れ
る
の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
元
兇
は
戦
後

の
民
法
と
、
そ
し
て
憲
法
に
あ
る
。
　
　
（
会
員
）

戦
前
の
中
学
国
語
の
教
科
書
を
読
む
（
十
七
）

［
次
の
文
章
は
、
八
波
則
吉
著
『
現
代
図
譜

讃
本
　
巻
六
』
（
昭
和
十
年
修
正
七
版
）
　
（
現
在

の
中
学
三
年
後
期
相
当
）
　
所
収
の
も
の
で
あ

る
。
漢
字
、
送
り
仮
名
は
原
文
通
り
、
読
み

仮
名
は
適
宜
新
た
に
加
へ
た
。
］

蔦

温

泉

よ

り

　

　

　

さ

、

ン

ら

ト

大

町

桂

月

謹
ん
で
新
年
を
賀
し
奉
り
候
。

昨
年
十
月
竿
ば
よ
り
蔦
温
泉
へ
参
り
、
杉
浦
重
刷

先
生
侍
を
草
し
、
十
二
月
三
十
一
日
に
て
経
へ
申

候
。
閣
下
の
御
談
話
の
筆
記
比
の
書
に
一
大
光
彩
を

放
ち
申
候
。
難
有
存
じ
奉
り
候
。

「
山
は
富
士
山
、
水
は
十
和
田
湖
」
　
と
、
私
は
常
に

申
居
候
。
鷲
温
泉
は
十
和
田
の
山
中
に
候
へ
ど

も
、
湖
水
よ
り
は
四
五
里
も
離
れ
居
候
。
東
北
本
線

の
古
間
木
擬
よ
り
三
本
木
町
ま
で
四
里
、
軽
便
鍼
通

有
之
、
そ
れ
よ
り
焼
山
と
申
す
五
六
戸
の
小
部
落
ま

で
六
里
、
夏
は
自
動
車
通
じ
申
候
。

焼
山
は
蔦
川
の
異
星
柳
川
の
合
す
る
廃
、
焼
山
よ

り
奥
入
瀬
川
を
遡
る
こ
と
三
里
牛
に
し
て
十
和
田
湖

に
達
し
申
候
。
比
の
三
里
隼
の
風
致
、
渓
流
と
し
て

天
下
無
類
に
候
。
十
和
田
湖
は
、
御
倉
・
中
山
の
雨

半
島
の
断
岸
絶
壁
・
奇
巌
怪
石
・
老
樹
古
木
が
天
下

無
類
に
候
。
自
動
車
は
湖
畔
ま
で
も
通
じ
申
候
。

焼
山
よ
り
蔦
川
を
遡
る
こ
と
半
里
、
山
坂
を
登
る

こ
と
牟
里
に
し
て
温
泉
に
達
し
申
候
。

山
中
の
一
軒
屋
に
候
が
、
風
呂
場
は
三
つ
も

有
之
、
一
は
湯
瀧
有
之
、
一
は
狭
長
に
し
て
湯
槽
深
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之凡善て“そば

育教の京東 聞
一
く
、
一
は
旗
大
に
し
て
浅
く
、
立

ぶ
だ
け
に
候
が
、
湯
楢
の
大
き
さ

有
之
、
三
方
空
地
に
て
磯
子
離
有

友
ま
う
し
き
う
ら
ふ

月
を
賞
す
る
こ
と
を
得
申
　
候
。

湯
が
腰
に
及

三
間
四
方
も

浴
し
な
が
ら

土
地
は
清
浄
、
人
は
純
朴
、
殊
姓
給
や
積
雪
一
尺

も
有
之
、
四
月
の
末
ま
で
は
解
け
不
申
候
。
積
雪
の

篤
に
往
来
絶
え
て
、
心
が
の
ん
び
り
致
候
。

宿
の
若
者
、
敷
日
の
間
に
一
度
、
雪
を
衝
い
て
焼

山
へ
参
り
て
郵
便
物
を
出
し
、
ま
た
受
取
り
申
候
。

焼
山
ま
で
は
日
々
郵
便
夫
夢
中
候
。
私
は
引
綱
き

絶
域
し
て
、
色
々
著
述
に
従
事
、
雪
解
く
る
頃
飛
出

し
て
山
登
を
致
し
申
候
。

蔦
温
泉
附
近
は
山
毛
棒
の
原
生
林
に
て
、
小
潮
五

つ
六
つ
有
之
、
雪
な
き
時
は
進
遙
し
て
気
持
よ
き
塵

に
候
。
「
ぽ
ん
ど
り
」
と
て
、
猫
が
羽
織
着
た
る
や

う
な
怪
物
捕
れ
申
候
。
「
ま
み
」
　
（
穴
熊
）
　
も
捕
れ
申

候
。
何
れ
も
頗
る
美
味
に
候
。
今
夜
は
轡
の
十
一
月

二
十
七
日
に
候
。
故
郷
の
愚
姉
申
し
来
り
て
日
く
、

「
今
夜
は
月
の
出
に
阿
禰
陀
様
が
お
現
れ
に
な
る
か

ら
拝
め
。
」
と
の
こ
と
に
候
。
愚
姉
は
梯
教
信
者
に

て
、
そ
れ
を
信
じ
居
候
。
私
は
信
じ
不
申
候
へ
ど

も
、
親
は
既
に
無
之
、
兄
妹
と
て
生
残
れ
る
は
唯
姉

と
弟
と
の
二
人
、
其
の
姉
が
南
国
に
て
見
る
ら
ん
月

を
、
私
は
北
地
に
見
て
姉
を
ば
偲
ば
ん
と
て
、
徹
夜

致
し
居
中
候
。

僻
記
執
筆
中
、
閣
下
の
御
談
話
に
感
ず
る
こ
と
深

く
、
恩
は
私
の
全
簿
嘱
り
た
る
御
感
想
に
及
び
、

曾
て
文
部
省
に
て
の
拝
芝
に
及
び
、
更
に
金
波
浄
瑠

璃
に
及
び
、
鼓
に
新
年
を
賀
す
る
と
共
に
、
謹
ん
で

御
清
稲
を
所
り
、
下
ら
ぬ
こ
と
ど
も
申
上
げ
て
新
年

お

わ

ら

ひ

く

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ょ

）

く

わ

う

と

ん

し

ゆ

の
御
笑
革
に
供
し
申
候
。
恐
僅
頓
首
。

（原注）

大
町
桂
月
　
名
は
芳
衛
。
高
知
螺
の
人
。
文
章
家
。

大
正
十
四
年
殺
。
年
五
十
七
。

新
年
　
大
正
十
三
年
一
月
。

蔦
温
泉
　
青
森
繍
上
北
邪
法
奥
津
村
。

杉
浦
重
剛
　
滋
賀
豚
の
人
。
教
育
家
。
大
正
十
三
年

毅
。
年
七
十
。

閣
下
　
小
笠
原
長
生
。
衝
唐
津
藩
主
。
慶
應
三
年
生
。

子
馬
。
海
軍
中
賭
。

四
五
里
一
里
は
約
四
粁
。

三
間
一
間
は
約
一
・
八
米

金
波
津
瑠
璃
　
曾
て
小
笠
原
子
馬
が
作
っ
て
授
表
し

た
浄
瑠
璃
。
子
厨
は
金
波
棲
主
人
と
競
す
る
。

（
編
集
者
注
）

拝
芝
　
面
会
の
謙
遜
語
。
拝
眉
。

口
短
信
寸
評
□

武
漢
か
ら
拡
散
さ
れ
た
悪
疫
は
、
新
た
な
変
種
を

作
り
出
し
な
が
ら
世
界
中
に
地
球
規
模
で
最
悪
の
状

況
を
蔓
延
さ
せ
、
ま
さ
に
破
滅
的
に
人
類
に
襲
ひ
か

か
っ
て
い
る
。

我
が
国
で
も
第
六
波
が
は
じ
ま
つ
た
と
さ
れ
、
年

明
け
の
東
京
都
で
も
予
想
を
遥
か
に
超
え
る
感
染
者

が
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。

昨
令
和
三
年
十
二
月
中
旬
の
報
道
で
、
あ
る
大
学

の
研
究
機
関
が
人
工
知
能
に
試
算
さ
せ
た
と
こ
ろ
、

東
京
都
で
は
、
新
種
変
異
株
の
渡
来
と
年
末
年
始
の

人
々
の
動
き
が
重
な
っ
た
場
合
、
令
和
四
年
一
月
末

で
は
一
日
三
千
人
の
感
染
者
が
出
る
と
の
予
測
が
出

て
ゐ
た
。
し
か
し
、
中
旬
に
は
す
で
に
こ
の
予
測
を

も
大
き
く
超
え
た
数
値
と
な
っ
て
ゐ
る
。

年
末
年
始
の
大
衆
の
動
き
が
こ
の
結
果
を
繍
し
た

と
の
見
方
も
あ
る
。
今
ま
で
の
轍
を
踏
ま
ぬ
や
う
、

誰
も
が
移
動
や
外
食
な
ど
を
控
へ
る
予
防
措
置
を
徹

底
す
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
。
し
か
し
、
あ
れ
ほ
ど

医
療
専
門
者
や
行
政
が
危
機
感
を
呼
び
か
け
て
も
、

言
ふ
こ
と
を
聞
か
な
い
者
が
ゐ
る
こ
と
が
改
め
て
わ

か
っ
た
。
同
じ
愚
を
繰
り
返
し
て
ゐ
る
。
恐
る
べ
き

は
蒙
昧
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
）

お
願
い

「
　
会
理
納
入

年
額
　
二
千
円

口
座
　
「
み
ず
ほ
銀
行
」
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店

店
番
号
　
7
4
3
　
普
通
預
金
　
1
3
3
0
1
5
0

名
義
　
佐
藤
健
二

二
、
原
稿
募
集

「
東
京
の
教
育
」
　
へ
の
会
員
の
皆
様
の
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

字
数
は
三
千
字
程
度
以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。
た

だ
し
こ
れ
よ
り
長
い
も
の
は
数
次
に
分
け
て
掲
載
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

仮
名
遣
い
は
古
典
現
代
い
づ
れ
か
に
統
一
し
て
下

さ
い
。
ま
た
、
写
真
や
図
版
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

送
り
先
は
題
字
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
メ
ー
ル

の
送
り
先
は
次
の
通
り
で
す
。

事
務
局
ア
ド
レ
ス
　
（
佐
藤
）
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